
去
る
２
月
19
日
、
ラ
ポ
ー
ト
安

達
で
意
見
交
換
会
が
、
約
百
名
の

出
席
者
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

事
例
発
表
で
は
「
道
の
駅
さ
く

ら
の
郷
駅
長
」
伊
東
秀
雄
氏
よ
り
、

さ
く
ら
の
郷
そ
ば
栽
培
事
業
に
つ

い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
「
地
域
農
業
と
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
」
・
「
元
気
が
わ
く
農

業
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
」
を
テ
ー

マ
に
９
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
司

会
進
行
役
を
中
心
に
参
加
者
全
員

で
話
し
合
い
を
行
い
意
見
を
ま
と

め
、
そ
の
後
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
係
で
は
、
若

い
人
と
話
す
機
会
が
な
い
、
家
庭

内
の
話
し
合
い
が
な
い
、
部
落
の

集
ま
り
が
減
っ
た
、
酒
を
飲
む
場

も
な
い
な
ど
。
こ
れ
に
対
し
お
茶

の
み
場
の
設
置
、
イ
ベ
ン
ト
や
祭

以
外
の
集
ま
り
も
必
要
、
農
協
や

市
に
力
を
借
り
て
実
施
な
ど
。

次
世
代
に
つ
な
ぐ
で
は
、
花
嫁

を
つ
く
る
事
業
、
人
を
呼
び
込
む

方
法
、
年
配
の
人
が
頑
張
り
す
ぎ
、

リ
ー
ダ
ー
づ
く
り
な
ど
。
こ
れ
に

対
し
農
業
に
も
働
き
方
改
革
、
も

う
か
る
農
業
、
新
規
就
農
者
を
増

や
す
、
花
き
栽
培
な
ら
女
性
に
も

喜
ば
れ
る
、
地
域
だ
け
の
プ
レ
ミ

ア
ム
感
の
あ
る
も
の
、
週
末
農
業

の
体
験
や
滞
在
型
交
流
の
場
を
作

る
な
ど
。
こ
こ
に
紹
介
で
き
な
い

数
の
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。沢

山
の
意
見
や
夢
が
実
現
さ
れ

る
よ
う
「
が
ん
ば
れ
農
業
！
」
。

弁
慶
石
は
国
道
四
五
九
と
三
四

九
が
交
わ
る
東
新
殿
字
大
久
保
か

ら
東
和
に
向
か
っ
て
少
し
行
く
と

赤
い
欄
干
の
橋
が
あ
り
、
そ
の
左

手
の
小
高
い
山
の
中
腹
に
あ
り
ま

す
。
よ
う
や
く
枯
葉
に
な
り
登
り

や
す
く
な
っ
た
の
で
、
弁
慶
の
足

形
が
あ
る
弁
慶
石
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。

弁
慶
石
は
東
新
殿
の
鬼
瓦
地
内
に

あ
り
、
文
治
の
こ
ろ
（
一
一
八
五

～
一
一
九
〇
）
、
源
義
経
が
弁
慶

を
伴
い
再
び
奥
州
の
藤
原
秀
衡
が

も
と
へ
下
る
と
き
休
息
し
た
場
所

と
い
わ
れ
、
大
石
に
足
跡
を
彫
り

付
け
弁
慶
石
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
新
殿
由
来
記
よ
り
）

足
跡
は
左
足
で
、
長
さ
四
六
セ

ン
チ
、
幅
二
〇
セ
ン
チ
も
あ
る
。

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
馬
場
さ
ん
は
身
長

二
〇
九
セ
ン
チ
、
足
の
サ
イ
ズ
は

三
四
セ
ン
チ
で
す
の
で
、
武
蔵
坊

弁
慶
は
馬
場
さ
ん
よ
り
大
き
い
可

能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

お
会
い
し
て
い
な
い
の
で
何
と
も

言
え
ま
せ
ん
が
。

ま
た
東
新
殿
平
石
田
地
内
に
あ

る
ヨ
シ
の
葉
は
片
葉
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
昔
、
源
義
経
が
弁
慶
を
伴

い
奥
州
の
藤
原
秀
衡
の
も
と
へ
下

る
途
中
義
経
着
用
の
鎧
で
ヨ
シ
の

葉
を
削
り
落
と
し
た
の
で
、
そ
れ

以
来
、
そ
の
地
の
ヨ
シ
の
葉
は
片

葉
し
か
出
な
く
な
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
合
戦
場
の
近
く
は
多

く
の
伝
説
が
残
っ
て
い
ま
す
。
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認
定
農
業
者
と
農
業
委

員
と
の
意
⾒
交
換
会

ふ
る
さ
と
探
訪

弁
慶
石



▼
集
落
の
資
源
（
伝
統
行
事
・
食

べ
物(

郷
土
食)

・
自
然
景
観
・

人
物
等
、
現
在
な
く
な
っ
た
も

の
も
含
む
）
順
不
同
。

〇
伝
統
行
儀
で
は

春
祭
・
秋
祭
、
夏
祭
、
万
人
子

守
地
蔵
尊
、
塩
松
神
社
例
大
祭
、

愛
宕
神
社
祭
礼
、
西
ノ
宮
神
社
祭

礼
、
小
浜
紋
付
祭
、
藤
森
神
社
の

祭
礼
、
十
二
神
楽
、
産
宮
神
社
祭
、

山
の
神
講
、
こ
じ
ら
講(

女
性)
、

念
仏
講
、
熊
野
神
社
祭
礼
、
熊
野

神
社
の
旗
揚
げ
、
内
神
様
の
祭
、

旧
山
の
神
講
、
新
農
業
祭
、
長
折

三
匹
獅
子
舞
、
北
の
か
ぐ
ら
、
十

日
講(

女
性)

、
鹿
島
神
社
祭
礼
、

阿
弥
陀
仏
祭
事
、
雷
神
社
祭
礼
、

山
の
神
講
、
ど
ん
と
祭
、
大
杉
太

鼓
、
三
渡
神
社
太
々
神
楽
、
秋
葉

様
祭
、
雷
神
様
祭
、
火
伏
、
結
、

杤
久
保
稲
荷
神
社
の
例
大
祭(

三

匹
獅
子
舞
）
、
秋
葉
神
社
祭
礼
、

念
仏
講
、
初
森
三
匹
獅
子
、
子
安

地
蔵
春
祭
、
村
祈
祷(

新
入
生)

、

小
峰
神
社
祭
、
代
積
羽
山
神
社

太
々
神
楽
餅
ま
き
、
羽
山
神
社
夜

籠
り
、
広
瀬
熊
野
神
社
御
田
植
祭
、

新
明
様
、
石
川
弾
正
顕
彰
祭
、
盆

踊
り
、
八
幡
神
社
例
大
祭
。

〇
食
べ
物
（
郷
土
食
）
で
は

渡
辺
養
蜂
場
、
小
浜
納
豆
、
ざ

く
ざ
く
、
い
か
に
ん
じ
ん
、
だ
ん

ご
汁
、
山
菜
、
黒
塗
り
茶
碗
、
岩

代
伝
統
野
菜
、
せ
い
餅(

ク
ル
ミ

餅)

、
米
・
牛
の
特
産
物
、
凍
み

餅
、
田
沢
納
豆
、
自
然
薯
、
羽
山

り
ん
ご
。

〇
自
然
景
観
で
は

宮
森
城
跡
、
御
前
清
水
、
稚
児

が
墓
、
か
っ
か
石
、
腹
切
り
石
、

五
連
壇
、
御
不
動
様
、
古
明
神
遺

跡
、
日
渉
公
園
、
庭
先
の
お
地
蔵

様
、
芳
池
公
園
、
岩
代
図
書
館
、

東
禅
寺
の
夫
婦
杉
、
小
浜
城
址
、

新
町
公
園
、
水
雲
神
社
、
清
水
神

様
、
立
石
稲
荷
の
し
だ
れ
桜
、
立

石
稲
荷
神
社
、
愛
宕
将
地
蔵
尊

(

火
伏
の
神
様)

、
町
田
八
坂
神
社

(
天
王
様)

、
観
音
堂(

観
音
様)

、

稲
荷
神
社
、
山
中
伊
三
郎
桜
、
競

石
三
さ
る
桜
、
安
斎
恭
三
宅
の
桜
、

集
会
所
の
桜
、
移
川
の
自
然
遊
歩

道
、
加
藤
木
神
社
と
公
園
、
中
ノ

作
の
桜
、
箱
石
の
桜
、
愛
宕
神
社
、

人
待
ち
地
蔵
桜
、
荒
井
公
園
、
諏

訪
神
社
、
閑
哉
の
頌
徳
碑
、
閑
哉

の
墓
地
と
井
戸
、
中
森
山
強
清
水
、

不
動
滝
、
不
動
滝
周
辺
の
桜
、
夫

婦
石
、
一
人
石
、
古
峯
神
社
、
勝

ノ
木
館
跡
、
宮
ノ
下
神
社
︑
谷
地

の
桜
、
壇
の
平
の
桜
、
蛍
の
里
、

宮
ノ
下
バ
ス
停
土
手
上
畑
か
ら
の

眺
め
・
縄
文
時
代
の
遺
跡
あ
り

(

畑
周
辺)

、
新
殿
公
園
、
六
角
は

つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー
公
園
、
ス
ポ
少

練
習
場(

牛
舎
階
層
で
・
個
人)

、

越
田
の
桜(

安
斎
清
良
氏
所
有)

、

天
王
様
の
桜
、
安
斎
昭
邸
の
古
桜
、

台
松
塚
公
園
、
杉
沢
の
大
杉
、
東

公
園
、
三
渡
神
社
祭
の
紅
白
桜
、

種
池
払
い
、
一
本
杉
公
園
、
山
田

の
桜
、
し
ま
だ
の
清
水
、
キ
ャ
ラ

の
庭
、
鬼
瓦
の
つ
つ
じ
、
合
戦
場

の
し
だ
れ
桜
、
福
田
寺
の
糸
桜
、

新
殿
神
社
の
岩
桜
、
カ
タ
ク
リ
の

群
生
地
、
海
谷
の
名
水
、
種
ま
き

桜
、
稲
荷
神
社(

種
ま
き)

、
秋
葉

神
社(

養
蚕)

、
福
寿
草
群
生
地
、

天
狗
塚
公
園
、
梶
沢
公
園
、
一
盃

滝
、
羽
山
神
社
、
舘
跡
、
観
音
様
、

不
動
様
、
馬
頭
観
音
の
桜
、
足
尾

神
社
、
代
積
地
蔵
尊
、
神
々
神
社
、

八
幡
大
菩
薩
、
梅
沢
の
山
桜
、
五

郎
壇
松
の
供
養
塔
、
存

の
供
養

塔
、
存

橋
の
石
碑(

地
蔵)

群
、

機
織
御
前
、
庚
申
搭(

梅
沢)

、
塩

の
道
道
標
、
六
大
壇
、
蓮
の
花
、

沙
羅
の
木
、
種
ま
き
桜(

息
王
寺)

、

下
の
耕
土(

岩
代
で
一
番
の
田
園

地
帯)

、
天
神
様
、
旧
田
沢
小
学

校
、
山
ノ
神
等
の
石
碑(

5
基
位

あ
る)

、
旧
相
馬
街
道
、
集
会
所

周
り
の
桜
、
蛍
の
生
息
地(

山
口

～
北
向
線
沿
線)

、
お
神
明
様
、

延
命
地
蔵
尊
、
熊
野
神
社
、
親
水

公
園
、
田
沢
の
築
地(

農
産
物
直

売
所)

、
後
沢
温
泉(

休
業
中)

、

口
太
川
岸
の
桜
、
日
山
入
口
の
藤
、

い
な
す
様
、
山
桜
、
姥
神
様
、
八

幡
神
社
、
長
泉
寺
の
お
ば
け
栗
、

長
泉
寺
の
ゆ
う
れ
い
杉
、
長
泉
寺
、

旧
旭
保
育
所
、
籠
屋(

竹
の
か

ご
・
ざ
る
等)
、
虚
空
蔵
様
、
鐘

つ
き
堂
、
目
の
神
様
、
観
音
木
戸
、

百
目
木
城
跡
、
口
太
川
沿
い
の
つ

つ
じ
・
百
日
紅
、
百
目
木
パ
タ
ー

ゴ
ル
フ
げ
ん
き
、
花
山
公
園
、
花

山
公
園
の
忠
魂
碑
、
旭
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
旭
住
民
セ
ン
タ
ー
、
旭
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
、
養
蚕
神
、
薬
師

様
、
岩
下
の
桜
、
水
仙
ロ
ー
ド
、

羽
山
、
妻
木
の
桜
、
名
目
津
壇
、

名
目
津
神
社
、
国
道
沿
い
の
大
き

な
岩
、
山
の
上
の
岩
の
隙
間
に
あ

る
刀
、
拳
の
巨
木
、
広
平
の
花
桃
、

鳴
神
山
、
富
士
浅
間
神
社
、
石
倉

山(

百
の
庚
申
様)

、
長
泉
寺
、
名

目
津
温
泉
、
白
山
神
社
、
蚕
神
様
、

熊
野
神
社
、
子
安
神
社
、
日
山
、

日
山
神
社
、
日
山
の
原
生
林
・
山

野
草
、
日
山
キ
ャ
ン
プ
場
、
日
山

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
日
山
の
種
ま

き
桜
、
二
輪
草
。

〇
現
在
な
く
な
っ
た
も
の

夏
祭
、
ど
ん
と
焼
き
、
庚
申
様
、

山
の
神
講
、
古
峰
様
講
、
羽
山
パ

ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
、
機
織
御
前
の
松

(

松
く
い
虫
に
よ
り
伐
採)

、
天
王

平(

芝
生
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た)

岩
代
に
は
多
く
の
資
源
が
ま
だ

残
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
ま

し
た
。

ま
た
人
物
等
に
つ
い
て
は
、
個

人
情
報
も
あ
り
ま
す
の
で
、
か
つ

あ
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
歴
史
や
書
、

将
棋
、
う
た
い
、
カ
ラ
オ
ケ
、
竹

細
工
な
ど
多
く
の
方
が
上
が
っ
て

き
ま
し
た
。
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